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非脱分極性筋弛緩薬効果の筋麻痺側と健側との反応差

岩崎 寛、並木昭義、表 圭一、高橋長雄、大町英世
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者31例を対象とした．
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動脈癌９例，脳梗塞５例，脳腫傷３例，硬膜下血

非脱分極性筋弛緩薬効果の

筋麻癖側と健側との反応差
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腫２例であった．なお糖尿病，末梢神経，筋疾患
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要旨

中枢性片麻揮患者31例に，非脱分極性筋弛緩薬パンクロニウムを投与し，

健側と麻輝側のtrainoffburratio（以下ＴＯＦＲ）の反応差について検討

した．症例はパンクロニウム投与後の健側と麻陣側のＴＯＦＲ値の差が２０

％以上の17例（グループ１）とそれ以下の14例（グループ２）に大別された．

麻庫の持続期間が３週間以上経過した症例はグループ１，３週間以内の短期

間の症例の大部分はグループ２に属した．麻蝉の性質は，２８症例が弛緩性で

あり，両群にほぼ同等に含まれた．一方，厘性の症例は３例と少なかった

が，全例グループ１に属した．筋力低下の程度と両側のＴＯＦＲ値の差には

相関がなかった．

及ぼす因子について検討Ｌ麻簿を有する患者では，末梢神経刺激による

twitchresponseで筋弛緩程度を評価する際に，健

肢と麻陣肢とでは差が認められる．したがって，

麻陣肢を筋弛緩のモニターとして用いるのは適切

ではないとされている1,2)．しかし，その詳細につ

いて検討を加えた報告はない．

そこで今回，著者らは中枢性片麻簿患者にパン

クロニウムを投与し，その後の健側と麻揮側にお

けるtwitchresponseの差をｔｒａｉｎｏｆｆｂｕｒｒａｔｉｏ

で評価し検討するとともに，その反応差に影響を

たので報告する．

対象と方法
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年齢28～66歳,平均47.2歳，

男性21例，女性10例で，疾患は脳内出血12例，脳
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を有する患者は除外した．麻揮の持続期間は発症

後約４時間から８年間であり，麻陣の程度は，完
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全麻陣から筋力低下をほとんど認めない程度にま

で筋力が回復している症例も含まれた．麻

質は弛緩性が28例，座性が３例であった．
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